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エンスカフェもオンラインで 2回開催．2021年度は秋
季大会を主催したので，これまで同様に研究会を実施
していない．
　オンラインで行う公開気象講座の参加者として，支
部以外の会員の参加状況について質疑があった．
【関西支部】
　夏期大学をオンライン（Zoom）開催．テーマは台
風．東京，大阪，兵庫，神奈川，千葉，首都圏からの
参加者が多い．進路説明会について今回は現地実施は
行わずリンクを貼るのみとした．来年度の夏期大学は，
天気予報をテーマとしてオンラインで実施する計画．
　理事長から，夏期大学の参加者が多く，進路説明会
も良い取り組みであるとの期待が寄せられた．
【九州支部】
　気象教室を 2回開催（テーマは気候変動に関係して，
大雨・線状降水帯と IPCCの成果）．支部発表会は 3月
オンライン開催を予定．
　各支部で使用するオンラインツールについて，全国
でライセンスを共有して活用するなども今後の検討課
題との議論があった．
【沖縄支部】
　来年度の支部創設50周年に向けた記念誌を 3月に発
行予定．島しょ部の多い沖縄の支部活動では，オンラ
インのメリットが大きく，遠方からのイベント参加者
もいる．

　理事より，各支部がオンライン開催する講演会など
について，支部独自の地域活動であることに留意と配
慮をしつつ，あわせて全国で視聴・参加できることか
ら，支部間や本部とも情報共有し，学会全体としても
発信強化や会員サービスの向上につなげることも必要
とのコメントがあった．

₂．秋季大会の取組状況
　支部が担当する秋季大会の開催や検討状況について
報告がなされた．
【中部支部】

2021年度秋季大会の実施報告があった．アンケート
から，対面開催のメリットを実感した方が多かった．
実施・対応することが多岐に渡るので，担当ごとに責
任者を明確にするなど，進捗把握を工夫した．スケ
ジュール表の共有，マニュアル作成などが重要．現地
での参加受付をやめ現金の扱いをなくした．課題とし
て，やることが多い，ノウハウが少ないということが

あり，また，もう少しアウトソーシングできればよい．
　理事長から，オンラインと現地開催の対応にあたっ
た2021年秋季大会関係者に感謝が述べられた．
【北海道支部】

2022年度秋季大会は会期を10月24‒27日とし，会場
面積が狭いため，ポスター発表はオンラインで実施す
る方向であること，運営に携わる人員への負荷が高く
なるので工夫が必要であること等の報告があった．
　小倉レクチャーとシンポジウムの開催の有無につい
て質疑が行われ，小倉レクチャーが理事会で開催の可
否を判断し，シンポジウムは支部の意向を踏まえるこ
ととされた．
【東北支部】

2023年度秋季大会は会期を10月23‒26日とし，仙台
国際センターを予約済．
【九州支部】
　理事会から示された次回の支部担当の大会が2024年
度から2025年度に 1年延期となったことから，予約を
取り直し仮予約の変更はできたが，折衝は大変であっ
た．

₃．₂₀₂₂年以降の大会開催形式
・渡部理事から，2022年以降の大会開催形式につい
て，ウィズ/ポスト・コロナ時代の大会のあり方検討
WGの検討と提言を踏まえ，理事会で承認された内
容について報告がなされた．

・橋田理事から，各大会の収支についての財政改善検
討WGでの検討からは，会場費が年々増加傾向にあ
り，従前と同じ形で大会を継続すると赤字が蓄積す
る状況になっていることや，それらも踏まえて簡素
にできるところはその工夫をすることが望ましく，
支部交付金の目安なども含め，大会運営に関する資
料を後日共有したいとの説明があった．

・理事長からは，昨年はコロナ下でのオンライン開催
で大会収支は黒字になったが，オンラインの活用が
重要であること，過度な負担はないようにしつつ，
節約できるところを節約することが大切であること
が強調された．

・北海道支部と九州支部から，地方支部が担当する大
会の頻度を下げるなど負担軽減を図るべき，春季は
JpGUとの合流も選択肢として検討すべきなどの意
見が出された．これらを踏まえて，理事会や本部と，
支部との情報交換の頻度を高くするなど意思疎通を
務めていきたいとした．

2

〝天気〞 69．6．2

3

2022年 6月 3

1

2022年 6月 1

会員数の状況

（2022年 4月11日～2022年 5月10日）
　この間の新入会員  個人 　　44　名

 団体 0　件

退　　会  個人 　　22　名
 団体 0　件

 この結果，2022年 5月10日現在 
 個人会員数　3,097　名
　団体会員数　　155　件


